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2022年 9月17日に、国際平和と人権人道法研

究会は獨協大学法学部鈴木淳一研究室の学生

とワークショップを開催した。これは、2022年 9

月16日から25日にかけて実施されたThe Global 

We e k  To＃Ac t 4 SD G sキャンペーンに合わせ

計画され、後日同キャンペーンのウェブサイトで

も紹介された。2022年のThe Global Week To

＃Act 4 SDGsキャンペーンは「気候」、「正義」、

「平和」の 3 つのテーマに焦点が当てられた。中

でも、現在もなお、様々な地域で発生している紛

争に対し、国際法を専門に学んできた獨協大学

と宇都宮大学の学生が平和の担い手として、ど

のようなアクションが可能なのか、協働して考え、

意見を交わすことで、SDGsの達成に向けたアク

ションとして本ワークショップを位置づけた。

具体的に、今回のワークショップでは、架空

のシナリオを基に学生は 3 つのグループに分か

れ、それぞれのグループ毎に、個別の課題に取

り組んだ。Aグループは「アフリカの角をめぐる

危機」を、Bグループは「長期化するウクライナ

紛争」を、そしてCグループは「ミャンマーにお

けるロヒンギャ問題」をテーマとし、各チームに

は、地域情勢の分析から平和に向けて取るべき

具体策、さらにはプロジェクトを進めるための予

算案などの提示が求められた。これらの取り組

みについて、学生は当日まで概要を知らないた

め、その場で様々に決断することが求められ、

約 5 時間の準備時間の中で、調査と最終プレゼ

ンの作成を計画的に進める必要があった。

最終プレゼンでは、各グループ15分の持ち時間の

中で各々のアイディアが提示された。どのアイディアも

試行錯誤しながらも、現地の情勢を国連公式文書等

の英語の一次資料から集め、具体的なプロジェクト

として予算案とともに提案された。プレゼンもデリバ

リーがよく、質疑応答にも真摯に向かい合っていた。

今回の交流会では、宇都宮大学の学生と獨協

大学の学生が互いに協力して積極的に学びを

深めることが出来た。国際社会が抱える大きな

テーマに対しても、自身の専門分野を生かし、

集めた情報をもとに、どのようにすれば自分た

ちのグループの提案が採用されるのか熱い議論

を重ねていた。実際に取り上げられたテーマは、

すべて国際社会が直面している課題のひとつと

して日々議論されている。日本に住む私たちに

とっては、遠い国の出来事と認識されることも

あるが、グローバル化が進んだ世界では、紛争

や人種差別、難民問題、食糧不足などは、国が

離れていても、相互に強く関連している。簡単に

解決できない課題であるからこそ、考え続ける

ことの重要性と、具体的な行動につなげるには

どうすればよいのか、現実を踏まえて議論する

ことについて、今回のワークショップを通して改

めて考えることが出来たのではないだろうか。

 

1 
 

大大学学間間交交流流をを通通じじたたTThhee  GGlloobbaall  WWeeeekk  ttoo  ##AAcctt44SSDDGGss 

――――「「国国際際平平和和とと人人権権・・人人道道法法研研究究会会」」22002222年年度度のの活活動動報報告告③③――  
藤井広重 

新井廉（4年）、佐藤野乃果(1年)、横井春香（1年） 

 

2022 年 9 月 17 日に、国際平和と人権人道法研究

会は獨協大学法学部鈴木淳一研究室の学生とワー

クショップを開催した。これは、2022 年 9 月 16 日

から25日にかけて実施されたThe Global Week To＃

Act4SDGs キャンペーンに合わせ計画され、後日同

キャンペーンのウェブサイトでも紹介された。2022

年のThe Global Week To＃Act4SDGsキャンペーンは

「気候」、「正義」、「平和」の３つのテーマに焦点が

当てられた。中でも、現在もなお、様々な地域で発

生している紛争に対し、国際法を専門に学んできた

獨協大学と宇都宮大学の学生が平和の担い手とし

て、どのようなアクションが可能なのか、協働して

考え、意見を交わすことで、SDGs の達成に向けた

アクションとして本ワークショップを位置づけた。 

具体的に、今回のワークショップでは、架空のシ

ナリオを基に学生は3つのグループに分かれ、それ

ぞれのグループ毎に、個別の課題に取り組んだ。A

グループは「アフリカの角をめぐる危機」を、B グ

ループは「長期化するウクライナ紛争」を、そして

Cグループは「ミャンマーにおけるロヒンギャ問題」

をテーマとし、各チームには、地域情勢の分析から

平和に向けて取るべき具体策、さらにはプロジェク

トを進めるための予算案などの提示が求められた。

これらの取り組みについて、学生は当日まで概要を

知らないため、その場で様々に決断することが求め

られ、約5時間の準備時間の中で、調査と最終プレ

ゼンの作成を計画的に進める必要があった。 

最終プレゼンでは、各グループ 15 分の持ち時間

の中で各々のアイディアが提示された。どのアイデ

ィアも試行錯誤しながらも、現地の情勢を国連公式

文書等の英語の一次資料から集め、具体的なプロジ

ェクトとして予算案とともに提案された。プレゼン

もデリバリーがよく、質疑応答にも真摯に向かい合

っていた。 

今回の交流会では、宇都宮大学の学生と獨協大学

の学生が互いに協力して積極的に学びを深めるこ

とが出来た。国際社会が抱える大きなテーマに対し

ても、自身の専門分野を生かし、集めた情報をもと

に、どのようにすれば自分たちのグループの提案が

採用されるのか熱い議論を重ねていた。実際に取り

上げられたテーマは、すべて国際社会が直面してい

る課題のひとつとして日々議論されている。日本に

住む私たちにとっては、遠い国の出来事と認識され

ることもあるが、グローバル化が進んだ世界では、

紛争や人種差別、難民問題、食糧不足などは、国が

離れていても、相互に強く関連している。簡単に解

決できない課題であるからこそ、考え続けることの

重要性と、具体的な行動につなげるにはどうすれば

よいのか、現実を踏まえて議論することについて、

今回のワークショップを通して改めて考えること

が出来たのではないだろうか。 

大学間交流を通じたThe Global Week to #Act4SDGs
―「国際平和と人権・人道法研究会」2022 年度の活動報告③―

新井廉（4 年）、佐藤野乃果（1 年）、横井春香（1 年）

藤 井 広 重




